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［PubMedならびに臨床支援ツール利用説明会］アンケート集計 

 

本日は、「PubMed ならびに臨床支援ツール利用説明会」に参加いただきましてありがとうございます。 

図書館では今後もこのような説明会を開催したいと考えていますので、以下のアンケートにご協力を

お願いいたします。 

奈良県立医科大学附属図書館 

アンケート回答数 51 

1. 職種タイプは？  4. PubMed 説明の長さはどうでしたか？      

［19］教員・医師    ［ 1］大学院生   

［ 7］医療職員    ［ 2］学部学生   

［ 3］事務職員    ［16］図書館員   

（病院図書館含む） 

［ 2］その他  （教務職員、情報調査） 

［ 1］短かった  

［33］ちょうどよかった 

［16］長かった  

2. 今回の説明会を、何で知りましたか？ (複数回答可) 5. PubMed 説明の内容はどうでしたか？  

［22］学内メール  

［13］ちらし  

［ 7］メーリングリスト  

［ 8］ポスター  

［ 0］図書館ホームページ  

［ 3］知人から 

［ 8］その他 

（上司から、回覧文書、近畿病院図書室協議会 HP） 

［20］とても参考になった 

［28］参考になった 

［ 3］普通 

［ 0］あまり参考にならなかった 

3. 利用経験のあるツールは？ 6. 臨床支援ツール説明の長さはどうでしたか？ 

［47］PubMed  

［10］UpToDate  

［ 2］DynaMed  

［ 1］ACP PIER  

［ 2］Clinical Evidence  

［14］The Cocohrane Library 

［ 2］JCR Web       ［ 6］EndNote Web    

［43］医中誌     ［12］CINAHL       

［ 1］利用経験なし   

［ 4］短かった  

［28］ちょうどよかった  

［14］長かった 

 

7. 臨床支援ツール説明の内容はどうでしたか？ 

［ 4］とても参考になった  

［24］参考になった  

［16］普通  

［ 2］あまり参考にならなかった  

8. 今後どのようなイベント（説明会・実習など）を希望しますか？ 

・昨年の春にしたような医中誌 etc 看護系向けの勉強会を年 1 回定期的にしてもらえるよう希望します。 

・新しい機能が加わったら、また説明会を行ってほしい。 

・来月からは 13:00~のような時間だと勤務があるので参加できないと思うので、17:00 とか 18:00 以降にも



開催してほしいです。 

・EndNote Web の使い方が知りたいです。 

・PubMed の応用、EBM の詳細、統計や study design の講演 

・PubMed についてもう少し、ゆっくり説明して欲しいと思います。 

・一度に長時間の研修説明会は仕事の都合上参加しにくいので、短時間で複数回実施してほしい。 

 それぞれのツールの使い方、メリットデメリットを知りたい。(実習含めて) 

・エクセルでの統計処理。 

・研修医むけの実習 

・医学系が中心であったので看護系の応用にも触れて頂ければと思います。 

・PubMed・医中誌の講習会(実習)があるとよいと思います。 

・医中誌の利用方法、無料で使える医学薬学データベースの利用方法 

・情報を提供する側とツール提供側と利用者の双方向をワークショップもしくは両者からのツール使用法 

紹介 

・学部学生の自習の tool としての利用説明会をしてほしい。（学内の学生達も自由に使えるランがもっと増え

ることも同時に願って…） 

・Cochrane、CINAHL の利用方法 

 薬学部学生が実習に行く際の医療情報の収集方法 

 学生向けの医中誌の利用方法 

 その他電子ジャーナルの利用方法 

・検索実習(サーチャーとして診療ガイドライン、学生・看護研究・一般向ガイダンス用) 

9. その他ご意見、ご感想をお書き下さい。                           

・文献の検索をもっと気軽にお願いできるシステムにしてほしい。カウンターで検索専門の方が常時いてる

ような形で。(今は立ってですが座って、ゆっくり頼めるような形がいいです) 

 医学だけでなく看護の分野も検索してもらえるとありがたいです。 

 図書館の方の検索方法はとても勉強になりました。 

・非常に勉強になりました。 

・EBM の話はいらない。使い方のみ説明すればよい。 

・とても役に立つ情報をありがとうございました。 

・MeSH の位置付けがよくわかり良かったです。 

・UpToDate・DynaMed・ACP PIER の説明はあまり必要なかったように思います。 

・UpToDate もう少しわかりやすく、presentation を勉強して下さい。 

 全体的に長すぎです。これだけ時間を取ることは難しいので配慮して下さい。 

・UpToDate、STAT!Ref に関して少し分かりにくかった。 

・会場が寒かった。 

 UpToDate は PP の文字が小さいので資料が必要。 

 参加は 2 時間が限界でしょうか(仕事の都合上) 

 Dr.主流の内容は別にされたらいいと思う。 

 クリニカルエビデンスには諸々否定的に聞こえましたが… 



 もう少し説明していただきたかったですが 

・臨床ツール早速使ってみたいと思います。 

 会場が少し寒かったです(暖かすぎると眠くなるのでしょうが) 

・土曜日など休日(診療がない時間帯)でおこなって欲しい。 

・普段引いてる論文が質のいい論文なのかもっと他にはないのかなど疑問があったので参加してみたが、 

 PubMed の進んだ使い方など参考になった。 

・説明会等講師を招いて行うことも良いと思いますが、e-ラーニングのようにどこでも利用法が学べるコン

テンツがあれば良いと思います。 

 大変勉強になりました、ありがとうございます。 

・ありがとうございました。 

・本学は医学部はもたない大学なので臨床支援ツールの説明はあまり参考になりませんでしたが、日進月歩

の医療界での「Evidence Based Medicine」の重要性とその支援ツールの使いやすさが望まれていること

を認識しました。 

・このたびは、有意義な説明会をありがとうございました。 

 PubMed を毎日のように利用するのですが、いつも同じ検索方法しか使わないため、それ以外の検索方法

が分かりませんでした。 MeSH の使い方や、履歴の使い方などとても勉強になりました。 

・PubMed 中級者向けの説明会は継続教育ではじめて受け 2 回目になりますが、大変丁寧で分かりやすかっ

たです。 

 DynaMed、ACP PIER、Clinical Evidence は説明を聞く機会は初めてでした。 

 UpToDate を含め、臨床支援ツールについて知る機会が出来て良かったです。 

・PubMed でこれまでは自分の求めている部分にしか目が向いていなかったけれど、視野が広がった気がし

ます。検索のされ方、MeSH の付与の仕方などとても参考になりました。 

・ありがとうございました。 

・内容は高度でしたが非常に参考になる説明会でした。参加させていただきどうもありがとうございました。 

・臨床支援ツールについて最新動向を知ることができてよかった。 

 ありがとうございました。 

・定期的な説明会を希望します。 

 PubMed の hand out 大変参考になりました。 

ご協力ありがとうございました。 


